
   http://popoki.cruisejapan.com 
popokipeace (at) gmail (dot) com   

1 

 

  

 

ポーポキ通信 No.61  2010.9.27 
popokipeace@gmail.com 

http://popoki.cruisejapan.com 

 
暑い夏が終わり、やっと涼しくなりましたね。美味しいものをたくさん食べて、新しい季節

を楽しんでくださいね。(日本は秋ですが、南半球のみなさんは春になろうとしていますね。) 

日本では、原爆投下や第二次世界大戦が終わった 8 月が｢平和｣を語る季節となっています

が、今回のポーポキ通信は 8 月に開催された二つのイベントを報告します。 
 
        
 
   
 

みなさま、この新しい本をぜひ！ポーポキの友だちがたくさん書いています

よ！編集者の一人のベッティ・リアドンもロニーもフェミニストの研究者／活動

家が参加して、私たちの軍事化された世界における人間の安全保障を再考します。

ジェンダー化された人間の安全保障、国家安全保障、軍事化などに関心をもって

いれば、この本をぜひ！ 
著者： Betty Reardon and Asha Hans, eds 

タイトル：The Gender Imperative: Human Security vs. State Security, 
注文先： Taylor and Francis Books India Pvt Ltd.  912, Tolstoy House, 15-17 Tolstoy 

Marg, Connaught Place, New Delhi 110 001  Tel: +91-11-4315-5100; Fax: +91-11-2371-2132  
ISBN: 978-0-415-58577-4   

 
 
 
「一口の平和」コーナー 
あなたは今日、どんな「平和」に出会いましたか？ 
ぜひお聞かせください。 
ポーポキのメール popokipeace@gmail.com へぜひ！ 
 
 
 
 

ポーポキとロニーはまだゆっくりしていますが、
徐々に目を仕事に向け始めています。活動の予
定はまだ少ないですが、心配しないでくださ
い！ポーポキ・ピース・プロジェクトはもう少
ししたらいつもの熱狂的なスケジュールに戻り
ます。いつも、ご協力、応援、ご参加をいただ
き、ありがとうございます！ 
  

mailto:popokipeace@gmail.com
http://popoki.cruisejapan.com/
mailto:popokipeace@gmail.com
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戦争と動物園 

 さとにゃん 

 

８月１３日に天王寺動物園に行きました。今年の夏はとても暑かったので、友達のライオンやモ

ンキー、特にシロクマ君達が元気かどうか心配だったから。でも、入ったときにびっくりするポスタ

ーを見つけて、思わずそちらへ先に行ってしまいました。それは、“戦時下の天王寺動物園～戦争

の犠牲になった動物たち”という展示です。 

爆弾で檻が壊れて、猛獣が外に出たら危ないからと殺された話しは聞いたことがあったけれど、

戦争への士気向上のために動物を使ってＣＭをしていたなんて知らなかった。軍服を着せられた

り、ガスマスクを付けさせられたりしたチンパンジー。動物を自分たちの都合で、好き勝手に使うな

んて。今は平和の象徴の一つのように多くの家族や子ども達、友人達が和やかに楽しんでいるこ

の動物園も、戦争の道具として使われたなんて。 

でも、そんな時でも名古屋の東山動物園では、２頭の象を守ったと言うニュースも書いてあった

の。何が違ったんだろう？考えると何だか難しくて分からなくなっちゃった。 

ポーポキに教えてもらう前に、ちょっと動物園で遊んでからゆっくりと考えましょ。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：天王寺動物園｢戦時下の天王寺動物園～戦争の犠牲になった動物たち｣の展示物の写真です 
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３２回国際青少年平和セミナー（Youth Peace Seminar）８月４～６日 

 

全国の高校生・大学生・専門学校生と海外から（今年は台湾より６名）の参加者、計４８名が広

島に集い平和について学びの場を持つことができました。 

初日は開会式の後、被爆体験談として「長尾ナツミさん」のお話を聞きました。その後、平和記

念資料館の見学を行い、夜はウエルカムパーティーなどを通し、夜遅くまで平和について語り合う

ことができました。 

 

 

 

 

２日目は、神戸大学大学院国際協力研究科教授のロニー・アレキサンダー氏によるワークショ

ップを行ないました。“へいわってどんないろ？へいわってどんなかたち？私たちのへいわってど

んなものだろう･･･？”をテーマに「ポーポキのピース・ブック」をテキストに使いながら、６つのグル

ープに別れ“平和”を全身で感じ、全身で表現しながら、日英中の言葉と・ボディーランゲージを駆

使しコミュニケーションを図りながら取り組みました。参加者の“平和”に対する温度差があまりに

も大きいことに驚きましたが、様々な視点から共同作業を行なう中でぼんやりしていた“平和”のイ

メージが少しずつはっきりしてきたようです。 

 

 

 

 

 

最終日は平和祈念式に参列した後、フィールドワークとして、原爆ドーム前にてボランティアガイ

ドの方より、メディアや資料館などでは知ることの出来ない内容のお話を聞くことが出来ました。

「君達には過去の責任は無いが、未来に責任を持たないといけない」というメッセージは参加者の

胸に大きな衝撃を与えたようでした。 

午後からは「ファイナルセッション」とし、ワークショップで創り上げた“紙芝居”や“スタンツ”をグ

ループ毎に発表し閉会しました。 
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財団法人 広島ＹＭＣＡ 国際コミュニティセンター 

担当 家守 治司 

 

 

 

 

Lesson 28 

今回もポガのテーマを相撲にします！気分が元気で強くなることを期待します！ 

 
１．いつものように、背筋を伸ばし、自分を細く見せながらちゃんと座りましょう。 

２．さて、お相撲さんのように、四股を踏むためのポーズをつくる。 
３．次に、足や手をそのままにしながら、右足から四股を踏み…。 

４．今度は、左足…。そして交合に 10 回！ 
５．できた！できた！できたポーズをどうぞ！ 

 

第 28 回目のポガ･レッスンはこれで終わります。少しリラックスできましたか？毎日、

深呼吸・笑・リラックス、そしてポガを最低 3分間練習しましょうね。 

              

  

 

次回のポー会 9.30（木） 19：00～神戸 YMCA 三宮会館 304 号室  
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*  ポ ー ポ キ 通 信 の バ ッ ク ナ ン バ ー ：

http://popoki.cruisejapan.com/archives.html 

堀越健志「シリーズ：こくさいのまで⑮(パレスチナについて) 『神戸青年・Kobe YMCA News』 No.604 2010.9-10 

・ 「みんなでやれば、何にかが変わる！」 THE YMCA No.607 June 2010, p.1  

・ [ ヒ ロ シ マ と 世 界 ：  被 爆 地 の 声  非 核 と 平 和 、 復 興 と 再 生 、 許 し と 命 の 尊 厳 訴 え ] 

http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja 

2010.3.15 中国新聞  ヒロシマ平和メディアセンター 

・ FM COCOLO 76.5 ‘Heart Lines’ 2010.1.9  Interview: Ronni on Popoki in Palestine 

・  “Human Rights, Popoki and Bare Life.” In Factis Pax Journal of Peace Education and Social Justice Vol.3, 

No.1, 2009, pp.46-63 (http://www.infactispax.org/journal/) 

・ 西出郁代 「ポーポキ、平和って、なに色？ﾛﾆｰ･アレキサンダーを迎えて」 『PPSEAWA』（日本汎太平

洋東南アジア婦人協会） No.63 2009.12, p.5.  

・ 「友情」第 2号 2009.11 伊丹市国際・平和交流協会 年間事業報告 pp.1-2 

・ 「ともに・・・」 No.29 2010.1 家庭と保育所、学校園、地域を結ぶ在日外国人教育

情報誌  ポーポキ・ピース・チャンレジ情報 p.12 

・ 区民情報誌「なだ」 2009.12, p.2. ポーポキ・ピース・チャレンジ情報。  

・ 「『ポーポキ、友情って、なに色？』」 「私のいち押し」 奥田光子 THE GAIDAI 

2009.7.17 No.243 (関西外大通信) 

・ 「友情って･･･考える絵本」 朝日新聞 ｢生活｣(阿久沢悦子) 2009.7.2 

・ 「友情を考えて~人間と、ねこと、そして自分と～」 れ組通信  ＲＳＴ/ALN 2009.6.28  Ｎｏ．

259, p.11  

・ 「カティング･エッジ」 第 35号 2009.6 (北九州市立男女共同参画センター｢ムーブ｣) ｢新刊紹

介：『ポーポキ、友情って、なに色？ポーポキのピース･ブック 2｣（レベッカ･ジェニスン） p.3 

・ 「猫を通して平和を考える 絵本の第 2弾を出版」 （斎藤雅志） 神戸新聞 2009.4.21 

・ 「ポーポキ、平和ってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.3.1 No.593 ｐ.2 

・ 「ポーポキ、ゴミってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.1.1 No. 592 ｐ.２ 

・ 「友だちになってくれませんか？」 ＲＳＴ／ＡＬＮ 2009.2.22 

・ ラジオ番組の中のポーポキ！！！プロジェクト･メンバーの宇留賀佳代子さんがラジオ番組で

紹介してくださいました。ぜひお聞きくださいね。  http://www.kizzna.fm/ 録音番組をクリック。番

組 CHの６CH をクリック。 

・ やさしいから人なんです展パート２０ 実行委員会 『世界人権宣言』 ひょうご部落解放・人権

研究所  ２００８．１０ 500 円。 詳しくは： blrhyg@osk3.3web.ne.jp 

・ 「KFAW カレッジ ロニー・アレキサンダー氏 講演会」 エイジアン・ブリーズ/Asian Breeze 

No.54 October 2008, p.8 （アジア女性交流・研究フォーラム）  

・ 「ピースセミナー in 熊本 あなたにとっての「平和」とは？」 Kumamoto YMCA News 10  

Vol.437 October 2008, p.1  

・ 神戸新聞 「人権宣言 兵庫から発信 全30条 イラストで表現 地元ゆかり 6名がパネル制

作」 2008.10.8. 10 面 

・ 「社説 終戦の日」 神戸新聞 ２００８．８．１５ 

・ 中国新聞 「核廃絶への視点」 ２００８．７．２７ （核抑止論について・・・。３時間！？！にわ

たる取材で一生懸命にポーポキのことを話したのに・・・。） 

・ （社）ひょうご部落解放・人権研究所発行の機関誌『ひょうご部落解放』（２００８．6 月(夏)に「人

権宣言 60周年」のポーポキ･ポスターの一部も載っていますよ！  

http://popoki.cruisejapan.com/archives.html
http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja
http://www.infactispax.org/journal/
http://www.kizzna.fm/
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高橋京子 

 

 ポーポキとの出会いは、４年前の７月。素敵なポーポキとロニーさんは、理論を振りかざ

す平和活動家ではなく、真っ白い雲のような柔らかな存在でした。「平和って何？」と、私

たちの心の奥深くに優しく語りかけます。 

 ２０代の頃、私は千葉敦子さん（国際ジャーナリスト）の『よく死ぬことは、よく生きる

こと』ということばが好きで、生、死、そして幸福について考えていました。幸福は、皆が

切望するもの。 

私の母が進行性の難病になり、昨年からは在宅介護の日々が始まりました。母のベッド脇

には、６年前に天国へと旅立ったコロン(雄猫)の写真があります。コロンは今でも、母の悲

しみや尊厳死の選択に迷う家族に、温かな気持ちを届け、『よく生きること』を支えている

のです。そして幸いなことに、私たち家族には、そばで支えてくださる多くの方々がいます。 

悲しみの原因や状況は、一人ひとり違います。平和や幸福の形も様々。だからこそ、悲し

みの原因を排除する努力とともに、そばにいて支えとなる何かがあることが大切だと思うの

です。ポーポキは、悲しむ者にも支えようとする者にも優しく語りかけて、お互いを思う温

かな気持ちを届けてくれます。 
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さらにご協力ください！ 

 ポーポキ･ピース･プロジェクトは、『ポーポキ、平和って、なに色？ポー
ポキのピース・ブック１』（エピック、２００７年）、『ポーポキ、友情って、な

に色？ポーポキのピース・ブック２』（エピック、２００９年）を題材に、全身

で平和の意味を探り、一人ひとりの「発見」を平和の創造に役立てようと

する小さな平和活動団体です。２００６年に設立されて以来、日本国内

外で幅広く平和のためのワークショップなどの開催を続けてきました。活動の資金はすべ

て本の売上や寄付によって行っています。 

 これからも平和を考えるためのピース･ワークショップ、読み聞かせ、ピースキャンプ参加、

ポーポキのピース・ブックの翻訳（『ピース・ブック１』は既に１０ヵ国語に翻訳されている）、

『ポーポキのピース･ブック３』の執筆などの活動を中心に活動を続ける予定です。定期例

会「ポー会」を月に一度のペースで開催しています。一緒に活動なさりたい方はぜひご参加

ください。（ポー会の開催については、ポーポキ通信の「ご一緒にどうぞ」の蘭をご参照され

たい。） 

 また、こういった活動に対してのご協力、ご支援をぜひお願いいたいと存じます。本の購

入・寄付・本についてのコメント、感想、注文などについては、popokipeace@gmail.comへ 

お問い合わせください。 

なお、本についての問い合わせや注文は、お近くの書店、アマゾン、あるいはエピック

（TEL: 078-241-7561･FAX: 078-241-1918）へどうぞ。 

 

ポーポキ・ピース・プロジェクト popokipeace(at)gmail.com 

http://popoki.cruisejapan.com 

郵便振替口座番号 ００９２０－４－２８０３５０  

ゆうちょ銀行 店番０９９ 店名０９９店 当座 口座番号０２８０３５０ 

口座名  ポーポキ・ピース・プロジェクト神戸 

 

ポーポキ平和募金は一口 1500 円 何口でも結構です。 
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